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主な研究課題 
・医師主導治験「自己完結型肝硬変再生療法」と新規肝臓再生療法の開発 
・門脈圧亢進症合併肝硬変の病態解明と新規治療戦略の構築 
・肝硬変における臓器相関（肝肺相関など）の病態解明と血行動態評価（多施設・多診療科共同 
研究） 
・肝癌バイオマーカーの開発と効果的治療ストラテジーの構築 
・胃癌発生におけるEBウイルスおよびヘリコバクタ・ピロリ菌感染の分子病態の解明 
・Light-emitting diode(LED)内視鏡や新たな画像解析手法や特殊光を用いた産学共同による癌診
断法の開発 
・CT enterographyのクローン病診断における有用性の検討 
・食道癌ESD後の狭窄予防に関する新規治療法の開発 
・ディープラーニングを用いた十二指腸腫瘍診断システムの開発 
・血清メチル化RUNX3コピー数検査による早期胃がんの診断性能に関する前向き研究 
・膵癌早期診断のためのバイオマーカーの探索 
・膵癌における脂質代謝関与の解析 
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